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１．チェアマンの言葉 
 
 
 
～新価値流行通信の役割～ 
 
・・・時代が変動すると基準が変動する・・・ 
 
２１世紀の新しい企業像を創業次元を通して革新する。 
創業の真髄に新しい意味を与え価値発想の転換を促す。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
２００９年、明けましておめでとうごさいます。本年もよろしくお願いします。 
 
創業者だからこそのヘイズ銀座の共通テーマは『2009年やったが勝ち（価値）』 
ヤッター！やったー！Ｙａｔａａーーーａａ！が、寄り集う年となる。 
 
そして、２００９年～新価値は、ファションだー！～新価値流行通信～は、 
ひとりひとりのサイの目（才＝差異の目）から発するヒトコト、ヒトコトが 
スゴロク（双六＝素語録）の様に、ヒトコマ、ヒトコマと進んで行きます。 
 
イマ「1/100の世界（年・細胞・余白）」が迫って来ているのを感受します。 
その 1/100の世界をどのように感受し、どう触れるか？ どう扱うか？  
どう見るか？ひとりひとりのサイ（才＝差異）により、大きく変動します。 
 
自身の役目と活力で『1/100』から『99/100』のチ（地・知・値）に引き出す。 
そんなトキの間（マ）に、我々は入ったことを感知します。 
差異の特異点に希望の☆があるコトをカクシン（革新/核心/確信）しています。 
 
自身がリスペクトするヒトの記載から、是非、お楽しみください。 
 
一号一会の精神で、ミを入れて発行します。 
 
2009年 1月 10日 
 
（Ｃ）チェアマン平田彰彦/新価値流行通信メンバー 

  

チェアマン平田からのメッセージ 



（注）カタカナで表記は、Ｈｅｉｚ用語のＢＱ・古代のコトバ・気分（季文） 
   を意識しています。希望と感謝＝健康を意識しています。 
 



２．豊田廣志のエッセンス 

 
 



【古代のコトバ（１１）】「ナ」とは 
 
 
現代に残存する古代文字のひとつが「カタカナ」。その４８文字は自然界の全てを顕すとい

う。。 
 

【ナ】 
 
１．ナは、七という数字をあらわします。 
 
２．ナは、何度も繰り返されて定着するという意味で、桜という名は、 
さくら、さくらと、何度も呼ばれるうちに、その名前が定着する 
わけです。「名を名のれ」という時のナでもあります。 
 
３．また、何度も繰り返されるということは、多様性・変化性（七変化・七周期）が  
現れることを意味します。 
 
（出典：相似象） 
 
情報提供：森本康彦（もりもと・やすひこ） 
----------------------------------------- 
 
“森本解説【古代のコトバ】に寄せて” 
第 10回は【ト】でした。 統合、重合、接合等の「思念」。 
        客観現象界と客観背後界との絶えざる重合によって、宇宙の万物万象が

発生する、という対向発生（ムカヒ、ムスヒ）。 
        「向かう」と「結び」 重要ポイントですね。 
        【古代のコトバ】益々、難しくも面白く、奥深いです。 
          
第 11回は【ナ】 六（ム）で蓋をして八（ヤ）で溢れる 間にある「ナ」「七」は蓋を 
のぞく役目？！ 
 名・何・汝・・ ナニ・ナゼ（ナゾ） ？ 
 どんなイミが与えられているのでしょうか！ 
 
【古代のコトバ】も１０（ト）回を超えて、１１回目に突入です。 

【古代のコトバ（11）】 「ナ」とは 



私たちが使っている「コトバ」とは、すべてのモノコトを音で表わしたもの。 
つまり現代からは、「名付け」られたモノコトを見ることによって元のイミを探ることがで

きるでしょう。 
森羅万象、宇宙の原理を４８字に載せて、コトの真理を感じながらイマを生きる力にした

いと思います。 
森本さん、これからも解説を待望しています。 
 
日本無垢研究所 所長 岡本朝子 
 



「運築（うんちく）川柳・狂歌」 
 
 

“え？と見て まさかと確認 へ～となる” 

 
この便利屋の仕事をしていると、様々な事に出会うものです。   
部屋いっぱいの大きな檻にサルを飼っていたり、部屋の中で亀やヘビを飼っていたり・・・   
そんなお宅を訪問すると、ほんとにびっくりするのですが、今回もそんなびっくりしたお

話です。  
 
 
続きは和尚のブログ《天職・感動・便利屋奮闘記》へ！ 
 
句・文 / 柏崎房男（かしわざき・ふさお） 
株式会社 便利屋おしょうネット代表取締役 
------------------------------------ 
˂ホームページ 
・この感動をあなたと共に“便利屋おしょうネット”全国展開構築中 
参加者・協力者・仲間募集中です!!  
 
˂関連記事 
・柏崎和尚ブレインシェア・レポート 
 
■新規オープンしました！ 
（株式会社便利屋おしょうネット）   
 

  便利屋和尚の川柳   
「運築（うんちく）川柳・狂歌」 



【 創業魂の創出 Vol.6】 中塚清 
 
 
意志を「目覚めさせる」 
 
 
プロフィールから自分を認識しながら、自分の「パラダイム」つまり、ものの見方、観点、

判断基準、信念を知覚しよう。 
 
「何を人生の中心においてきたのだろう・・・？」 
 
「何を人生の中心においたらいいのだろう？」と自問自答しよう。 
 
「パラダイム」は眼鏡みたいなものです。自分自身や人生全般について不完全なパラダイ

ムを持っていると、間違った処方の眼鏡を掛けているのと同じことになります。 
 
そのレンズがあなたの見るもの全てを歪めてしまいます。 
 
見たままが「本当」・・・・？自分は頭が悪いと思っていれば、その思い込みのせいで本当

に悪くなります。その思い込みを裏付ける証拠を無意識に探し出すのです、反対に、自分

は頭がいいと思っていれば、その思い込みから、自分のすることはなんでもよく見えてき

ます。 
 
自分の思い込みがポジティブにもネガティブにもなり、本来のあるがままの事実を受け止

めているものと判断をしてしまっている。つまり、パラダイムが間違っていたために、た

くさんのものを見逃していたかもしれません。みなさんはどうでしょう。 
 
パラダイムにはいろいろありますが、自分自身に対して、他人に対して、人生全般に対し

てのパラダイムを、一つ一つみていきましょう。 
 
＜自分に対するパラダイム＞は、 
 
自分自身に対するパラダイムは、あなたの役に立っていますか・・・・・・・？ 
 
成功した人に聞くと、ほとんどの場合、自分を信じてくれる人がいたと答えます、・・・・ 
 

  「中塚清 創業魂の創出 vol.6 」  by 中塚清 
 



先生、友人、親、後見人、兄弟姉妹、おばあちゃん、おじいちゃん、かもしれません。 
 
誰か一人でいいのです。自分を信じてくれる人から学び、栄養をどんどんもらってくださ

い。アドバイスしてもらいなさい、その人と同じ目で自分を見るようにすると、この新し

い眼鏡がびっくりするほど前の眼鏡と違うことがわかります・・・・。  
 
 
＜他人に対するパラダイム＞は、 
 
私たちは、自分に対してだけではなく、他人に対しても、パラダイムを持っています。こ

れも相当、的が外れている時があるものです。けれど今までと違った目で物事を見ると、

なぜ他の人がそういうふうにふるまうのかわかってきます。  
 
 
＜三方よしのパラダイム＞は、 
 
自分や他人に対するパラダイムの他に、世の中全般に対するパラダイムです。 
 
自分のパラダイムがどんなものか知りたければ、こう自問すればいいのです。「私の人生の

原動力になっているものは何に・・・？」「私は何を考えて過ごしている？」「私がいつも

気になっている人や物は何？」あなたにとって一番大切なことが、あなたのパラダイムま

たは、眼鏡であり、「人生の中心にあるもの」なのです。 
 
１０歳代からの人生や生活の中心にあるのは、たいてい友だち、物、学校、両親、スポー

ツ、趣味、敵、自分、仕事などですが、では、「何を中心にしたらいいの・・・・？」 
 
「原則を中心」に置くことが、ぶれない意思決定ができると考えます。 
 
重力の影響は地球に存在しているものは全て受けています。ボールを上に投げると、落ち

てきます。これは原則、または自然の法則です。物理界を支配する原則がありように、人

間界を支配する原則があるのです。原則は宗教的なものではありません。アメリカ的でも、

中国的でもありません。私のものでも、あなたのものでもないのです。議論すべきもので

もなく、だれでも等しく当てはまります。金持にも貧乏人にも、王様にもの農民にも、男

にも女にも、売り買いされるものでもありません。原則に従って生きると、優れた人間に

なれます。原則を破ると失敗します。そのくらいシンプルなことなのです。 
 



自ら原則を見つけましょう。「正直」「奉仕」「愛」「勤勉」「尊敬」「尊厳」「感謝」「節度」「公

平」「忠誠」「責任」もそうです。 
 
原則を見つけるのは簡単です、コンパスがいつも真北を指すように、「人は心で真の原則を

見分けることができるのです。 
 
たとえば経営の観点でみると 
 
「三方よし」＝「売り手よし＝自分、買い手よし＝他人、世間よし＝環境、」は持続可能な

循環的ビジネスになるのです。 
 
原則に従って生きるには信念が必要です。嘘をついたり、あざむいたり、わがままになっ

たり、ごまかしたり、・・・・原則は決してあなたを裏切りません。 
 
次回 VOL7をお楽しみ 
   
    
文/中塚清（なかつか・きよし） 
 



横山東洋夫 ALONE TOGETHER Vol.2 
 
 

 

21世紀のキーワードになれるか(第二回)  
 
NPO法人地球友の会 理事長 宮内 淳  
 
【プロフィール】  
 
1950 年愛媛県生まれ。文学座演劇研究所卒業。NTV「太陽にほえろ！」で俳優デビュー。
その後、テレビ番組で世界 80数カ国をまわり、人間本来の生き方にふれて歩いた経験から、
地球環境問題と子どもの情操教育にも力を注ぐ。現在「影絵劇団かしの樹」主宰。影絵劇

団かしの樹では、1992年に明石康・国連特別代表の協力のもと、カンボジアにて民間 P.K.O.
第 1 号公演を敢行、また国連表彰を受けた坪田愛華作「地球の秘密」を影絵ミュージカル
として全国公演。1995年には <世界子ども環境会議> 準備委員長として、英国サッチャー
首相を埼玉県に招聘。 その後、日本におけるUNEPの普及活動を展開中。  
 
 
 

  横山東洋夫 ALONE TOGETHER Vol.2 



聞き手：ALȺNE TȺＧＥTHＥＲ編集部  
 
---------------------------------------------------------------------- 
（前号から続く．．．） 
【編集部】－－宇宙って無限だと言うけれど、物凄く小さな存在で、こんな宇宙は無数に

あって．．． 
【宮内】－－それはそう言う人がいるんですよ、宇宙は無数にあるという学説があるんで

すけど。だから宇宙というのは無限にあって、一人の人間の死というのは物凄く大きいも

ので、死んだ後の世界は凄く大きくて広いと感じたわけですね。だから自分の、死んだお

袋が教えてくれた、そこから見ると、宇宙なんてこんな豆粒みたいにみえるわけですね。

丁度２次元から３次元に移る様なもので、３次元から見たら、２次元の世界なんて本当に

豆粒みたいなものでしょう。 
【編集部】－－扁平で情報量が非常に少ない。 
【宮内】－－そういうものなんですよ。ところが次元が一個変わると、つまり２次元から

３次元を見ると膨大な世界が広がっている。それと同じ様な事で、今の我々が生活してい

る次元からみると、宇宙は物凄く膨大だけど先の次元からみれば、宇宙なんて本当に小さ

なものだと言う事が良くわかる。 
【編集部】－－ただ原理としては光よりも早い素粒子を使った世界が一個あると。 
【宮内】－－だから僕は不思議だと思うのはね、人間は何で動いているものだけが生きて

いると思うのか？例えば、石は生きてますか、死んでますかと言ったら生きていると言う

人は殆どいない。 
【編集部】－－勿論それは生きているという定義から外れている。 
【宮内】－－これ（机の上の皮財布を指して）がどういうことになれば生きているという

定義になるのですか？ 
【編集部】－－それは二つあると思います。非常に狭い範囲の生物学的発想から言うと、

意志を持って自己運動をして、自己再生産をすると、ここらへんが生き物だという、非常

に狭い生物科学の考えで言うとそうなる。だけどももう一つ、大雑把な広い定義として、

自分で動いたら生き物だと、そういう考えもあるわけですよね。 
【宮内】－－僕が考える、生きてるだの生きてないだのの大きな違いはね、僕はやっぱり

これが何でできているかということですよね。人間もそうですけど、いわゆる分子の集ま

りですよね。分子って何かっていうと、原子の集まりですよね。原子は何かというと原子

核と電子ですよね。原子核の周りを電子がぐるぐる廻っていると、そこまでは科学でも証

明されていますね。ところがいつもみんな共通しているのが常に原子核の周りを回ってい

る電子が、他の原子の電子と交換をやっているんですね。常にやっているんですよ。つま

り情報交換やっているんですよ。 
【編集部】ʄʄなるほど。 



【宮内】ʄʄで、これは物質全部そうなんですね。だから物質ってじっとしていないんです
よ。つまり、原子核の周りを電子がぐるぐる回っているわけ。常に回ってて常に近所の電

子を一個か二個を交換し合っているわけですよ。そういう状態がずうっとやってて、ここ

にあるんだけど、いまでもこれやっているんですよ、こん中で、電子の交換を。人間の身

体もそうなんですね。で、僕はこれを生きているというふうに言ってもいいと思いますね。

で、これには意志が無いわけですね。人間には意志がありますよね。でそれは何であるか

というとですね、脳がありますね。私はうちのおふくろから教えてもらって感じてくるん

だけど、いまだに進化するんですが、一番人間が最悪なのは、脳でものを考えると思って

いるんですね。 
【編集部】－－脳で考えるというよりは全身で考えるんじゃないですか？ 
【宮内】－－そう、つまり脳で考えるのではなく、脳はサーバーなんですよ。これが単な

るサーバーであって、全身の電子が交換しますね。この交換をする交換の仕方によって、

どんどんどんどんいろんな事を考えて行くんですね。だから細胞一個一個が物を考えてい

るんですよ。細胞で考えたものがサーバーに来て、サーバーはただ命令するだけなんです

よ。右手を動かせとか、左手を動かせとか、命令をするだけなんですよ。実際に考えてい

るのは、実は細胞なんですよ。 
【編集部】－－それはあり得る話ですね。 
【宮内】－－で、その細胞というのは何から作られているかというと、原子核と電子から

できているわけですね。そうすると原子核と電子のやり取り、それが激しいときとゆっく

りの時と、数が多い時と少ない時と、それによって考え方がずいぶん違ってくる。 
そうすると、これ（皮財布）だって考えているわけですよ。ただサーバーがないから自分

で動こうとしないだけですよ。 
【編集部】－－なるほど。 
【宮内】－－それだけの違いだけなんですよ。だからこっちも生きてる。これも生きてる。

こちらは脳がないから動かないだけ。脳はだだサーバーで右手を上げろとか左手を上げろ

とか言っているだけで、その人は脳がないから上げようがないだけ。ただ生きていること

は事実。物は考えてますね、きっと。 
【編集部】－－自己組織化ということはできないわけですよね。 
【宮内】－－自分で何かをする行動はできない。だから石なんかそうですよね。よく、石

を置いておくと、ものすごくいいことが起きるなんてことがありますよね。石を御神体と

かにしたりしますよね。それはこの証明ですよ。つまりこの石は死んではいない、生きて

いるものだと、だから人間も何となく感じているだけですよ。ほんとの生命というのはね、

どこにあるのかということを何となく感じるわけですよ。ただ、ほんとの生命というのは

どこにあるのかっていうことを、証明できないんですね。それで哲学者とか科学者とか、

神とか宗教とかと言って、いろんな方向に手探りするんだけど、結局答えをもっているの

は自分のお母さんということだと思うんですね。 



【編集部】－－はぁ～なるほど。 
【宮内】－－で、僕は自分のお母さんに聞いたら一番早いだろうと思って聞いたら、ほん

とに答えを教えてくれた。 
【編集部】－－それは非常にいい人間関係だったわけですね。親子の関係として非常に安

定していて。 
【宮内】－－ただ、誰も聞かないから始まらないのであって．．． 
【編集部】－－聞けば始まる。例えば父親は無理かもしれないけど、例えば非常に仲のよ

い女の兄弟がいて、先に死ぬとしたら、聞けば教えてくれるのかもしれないですよね。 
【宮内】－－そうかもしれないけど、僕はお母さんが一番いいと思う。何でか、というと

自分が苦労して生んだから、“思い”が全然違うから。 
【編集部】－－母親というものは、子供と会うだけで無条件に大喜びするところがありま

すよね。 
【宮内】－－とにかく、その子の存在だけで自分の存在を認めるというところがあるので

ね。これほど強い“思い”というものを持っている者は、この世には存在しないと思っている
んですよ。そうするとその“思い”というのがいわゆる、来世というか次の次元に行くキーだ
と思うんですね。 
【編集部】－－なるほど。 
【宮内】－－だから、僕の予想では“思い”というのが、さっき言った小さな素粒子、光より
も速い、つまり質量のない素粒子、それを操作する一番の原動力だと思うんです。 

 
【編集部】－－ということは、他の生物にはそういうものがないような、推測をされてい

る？だからこそ、人間は特殊なんだということですね。 
【宮内】－－そこまでは他の生物もあると思うんですよ。ところが他の生物にないものは

言葉なんですね。つまり一番大事なことは“思い”というものと、言葉という技術ですね。こ
の両方が揃っているというのが動物にはないと思う。動物には“思い”はあるんですよ。それ
は子供に対する“思い”というのは、人間と同じように持っていますよね。でも、そこに道具
がない、さっき言ったサーバーがないと。これもサーバーがないから、自分で動けない。

だからそこに、道具、技術がないから行動できない。人間は言葉という技術をもっている

から、どんどん行動できるんですね。そこの大きな違いがある。だから人間ていうのは行

動するじゃないですか。自然に逆らったり、色々なことをするじゃないですか。 
【編集部】－－なるほど。とすると、体験上いまのところ考えている環境というものは、

人間主体環境系である．．．？ 
【宮内】－－人間主体というか“思い”主体と言ったほうがいいかもしれません。 



【編集部】－－“思い”というエネルギー自体なんでしょうかね。それが主体とした環境系だ
と。 
【宮内】－－人間と動物を別ける、これが生命じゃなくてね、人間が生命だという、そう

いう考え方は捨てちゃって、“思い”というのが必ずあるはずだと、その“思い”を人間という
のは脳があって、脳と言葉を持ってて、サーバーが行動をどんどん起こしてゆくんだと、

だからサーバーが無ければ行動は起きない、でも“思い”はあるんですよ。だから何もしない
石がですね、いろんな効力を持っているというのも同じです。石だってなんだって、“思い”
はもっているはず、だけど行動ができないだけですね。 
【編集部】－－すると今の次元のこの世界ですね。これは違う次元で生きている人間のご

く一部、ほんの一部？ 
【宮内】－－ほんの爪の先ぐらいのものじゃないですか。 
【編集部】－－でも、現実に生きている次元でとりあえず、我々は幸せになるために何か

しなければいけないと。 
市場経済が中心となってね、資本主義システムというのが西欧ではじまって広まったのは、

人類史上の失敗だったのではないかというふうに言われているわけですよね。でそれが今

例えばですね、中学生ぐらいの女の子が、お金が欲しい時にですね、服を脱いで、パシャ

ッと写真を撮って、インターネットにアップする。買い手がついてそれで三千円とか五千

円とかお金になってしまう。それぐらい子供の生活は破壊されてしまっている。 
環境とは今お話された内容だと思うのですが、子供の情操教育に非常に力を入れている。

今（三次元）の話になりますけれど、どういったことをこれからやっていきたいというか、

戦略みたいなものがありますか？ 
【宮内】－－まず子供というのが生れてきて、大人になっていくのだけれど、さっきおっ

しゃったその、自分の裸を見せてお金をもらうという子供と、そんなことはいけないんだ

という子供と、じゃどっちのほうが幸せになれるかというとね、これはなかなか難しいこ

とでね。 
例えば僕の知り合いでね、ある有名なお店の主人がいるんですね、で彼は料理人で、フグ

の刺身を食わせるすごい料理人なんですよ。彼が一代で築いた有名なお店があって、五十

半ばですかね、ですからもうバリバリでしょ、五十半ばのバリバリの男が、フィリピン・

クラブのある女の子に恋をしちゃったんですね。 
【編集部】－－よくありますよね。 
【宮内】－－で、その旦那は店を捨て、妻子を捨てフィリピン女性と一緒に、六畳一間の

アパートに引越しちゃったんですよ。 
【編集部】－－それはめずらしい方ですね。 
【宮内】－－で、その後、その旦那はフィリピン女性に捨てられて、一人で暮らしている

訳ですね。元の家に戻ろうとしても、家族全員が拒否なわけですよ。 
この人を幸せと言えるかどうか、難しいんですよ。つまりね、一度も恋もせず一生懸命、



真面目に働いて、さっき言った破廉恥な恋もしないで、一生を終えた人間を幸せと言える

かどうかなんですよ。 
僕はね、幸せという視点がどこにあるかという問題なんだけれども、その人が一生恋もし

なかったと、しかしフグをつくることに関してはものすごい“思い”を持っているというんで
あれば、いいんですよ。つまり人間というのは幸せかどうかというのは、“思い”が強いか弱
いかだけなんですね。“思い”が強ければ強いほど、その人の人生は幸せなはずなんですよ。 
【編集部】－－じゃあ生殖していっぱい子供をつくるという、いままでの幸せの概念とは

違うんですね。 

 
【宮内】－－そう、まるで違いますね。人類というのはいずれ滅んでゆきますからね。い

ずれ無くなるわけですよ。いくら生殖したって、そのものは長い歴史から見たらほんの一

瞬で、人類は無くなってしまうんですよ。 
絶対に無くならない物ってあるんですよ。それは“思い”なんですよ。それだけは永遠に続く
んですね。だから、“思い”というものをいかに強く、自分の人生の中で、ちゃんと持てたか、
これを幸せの一つというのであって、持てなかったらいくら華々しい人生を歩んでも、そ

の人はやっぱり不幸せなんですよ。その違いだけなんですね。だからみんな幸せになりた

いという気持ちを、どういう事に向けるかだけなんですよ。だから、先ほどの質問ですが、

僕は子供の教育はそうしようと思うんですよ。そこが一番大事なんだよ、と思っているん

です。大学が嫌な人は、行かないほうがいい思いを持てる訳ですね。自分の違う興味、音

楽とか何でもいいんですけどね。その小さな子供の“思い”が何処にあるかというのを見極め
てあげるのが親の役目であって、それができない親はいい親ではないなと思うし、子供が

どんなに不良でも、自分の身体を売っても、いつか違う方向に、それがきっかけで行って

くれれば、つまり人間というのはジャンプする時に一回沈むんですよ。だからその沈むの

はいいんだと、それはジャンプする前だから、沈みっぱなしじゃダメで、一回沈んでジャ

ンプすればいいのであって、何もしないでスーッと行くよりは、沈んでジャンプするほう

がまだいいと、僕は思っている。別に今の若い子達が裸になっても、一回沈んでいるんだ

なあと思ってやれば、次のジャンプがもっと大きいよと、思ってあげればいいんであって、

要は“思い”だから、自分がこうしなきゃいけないんだという“思い”ね、それが分かればいい
わけで、それは一個でもいいんですよ。一個でもしっかりとした強い“思い”というものを掴
んで次に行けば、そのためには言葉があり、立派な行動をするようになっている。 
【編集部】－－じゃあ、言葉が生れる以前というのはどうだったのか？ 
【宮内】－－言葉が生れたことによって、人間はもっと複雑なものを造れるようになった。

複雑であればあるほど人間って面白いんですよ、感動するんですよ。そういう意味で我々



が現世でこうやって、お話ししているのもそうだし、やはり自分の“思い”というものを深め
るための、そういう訓練をしているだけの話をしているだけであって、その“思い”をしっか
り自分で持つと、いうことが次のステップであってね。 
【編集部】－－そういう言葉を、メッセージを受け取って、成長して行ける子供というの

が段々減ってきているというか。 
【宮内】－－それは、親が教育しないからね。昔はそうはしていませんよ。お父さんのこ

とを考えなさいとかね、お父さんを大事にしなさいとかいう、つまり“思い”の教育をしてい
ましたよね。物を大切にしろとかね。だからこれだって生命があるんだぞ、という、そう

いう教育はしていませんよね。これ、死んでるもんだと、こんなもの使い捨てだと、でも

昔はもったいないとかね、それは有難いとかね、そういう教育をしていましたよ、それは

全部“思い”ですから。 
【編集部】－－そういう教育をする、恵まれた環境が無くなってきたということは言える

んではないでしょうかね。つまり1980年代ぐらいからですね、中曽根内閣の頃からですよ、
ものすごい税金を投入して、太平洋ベルトを中心とした都市開発をやった訳ですよね。で、

その中で土地投機というのが起きて、庶民の暮らしというのが、不安定になって行った。

そこで親の生活というのが、厳しいものになってきた。その結果、子供が安心して成長で

きる環境が、いま無くなっているのではないかと、そういうふうに考えられるのですけれ

ども。そうなると親にも責任はないし、誰がどうやってもネジを撒きなおすことができな

いような状態になっているのではないかと、こういう推察もできるのですけれども、その

中でどういうふうに子供を守っていくか、情操教育をして、いい方向へ幸せにしてゆくか

という、なかなか難しい。戦略が必要になると思うんですね。そこらへんはどういうふう

に感じられていますか？ 
【宮内】－－例えば北朝鮮に家族がいますよね、非常に悲惨な思いをしている家族がいた

として、その時に政治犯がいたとして、お母さん、お父さんが捕まって、収容所に入れら

れてしまったと、そうするとその子が一人で生きていかなければならないといったときに、

ものすごく苦労すると思うんですね。乞食のような状況になって、非常に厳しい生活をす

る。厳しい生活の中から、一筋の光というか、それはお父さん、お母さんに会いたいとい

うか、自分が生きてれば必ず会えるんだという、そういう“思い”が生じますよね。それが僕
は素晴らしいことだと思う。素晴らしい“思い”なんですね。裕福な家庭に育って、お父さん
お母さん嫌いだなんて言って、一生過ごした人間と、北朝鮮で過ごした人と、どっちが幸

せかと言うと、そりゃあ北朝鮮のが幸せですよ。 
だから今、日本が悲惨な状況になっていますね、だんだんだんだん貧乏人が増えて悲惨に

なる。悲惨になるということは逆に、そういうチャンスもあるわけですよ。つまり、沈ん

でゆくということは上がるチャンスもあることでしょう。つまり反発をするわけで、人間

っていうのは力強いんですよ。そのために脳が発達し、言葉があるわけですから、すごく

力強くて、いろんなことに対応できるんですね。だから、氷河期が来たって、ちゃんと人



間は生き延びるんですよ。それは脳と言葉があるから。だから、悲惨になればなるほど人

間っていうのは、力強くなるはずなんですよ。つまり打たれ強いんですよ人間っていうの

は、だから、悲惨だからどんどん沈んでゆくというのは人間じゃない、それは動物ですよ、

実は絶滅種ですよ、環境変わればすぐ絶滅ですよ。でも人間ってのは、言葉と脳があって

ね、唯一言葉という非常にいい道具を持っている訳ですよ。そこで創意工夫する訳でしょ

う、いろんなことを。その反発力が思いに繋がってゆくから、僕はいいことだと思ってい

ますよ、日本がこんな悲惨なことになっているということは。 
【編集部】－－親の世代がどうしようもなくなっているわけですね。 
【宮内】ʄʄこれは、もう落ちるところまで落ちるわけですから。ここから這い上がってく
る、この“思い”がね、これがいい人間を育てて行く。だから、これをやらないと、それこそ
バブルの頃みたいにね、みんな金持ちで、やれロレックスの時計を買ったり、ベンツ買っ

たりしてね、やってる時代がずうっと続くんだったら、こんな悲惨なことはないと思いま

すよ、そこには何の思いも無いわけだから。だからローマ帝国が無くなったというのもね、

つまりそれと同じ現象ですよ。だから、僕はいま沈んでていいねと、これから大ジャンプ

する前だねということですよ。 
【編集部】－－すると、いまアメリカは日本よりも沈んでしまっている？いや、どっちか

わからないですけど、アメリカの場合はインフラが安いので、貧乏人が生活し易いという

人もいるんで、どっちが沈んでいるか分からないけれど、大ジャンプするかもしれない。 
【宮内】－－人間というのは必ず反発するから。 
【編集部】－－ するとフィンランドとかスウェーデンみたいに、社会資本政策がうまく

いって、家族政策がうまくいってる国というのは、しばらくはいいけれど 
【宮内】－－非常に生ぬるい社会だから、ダイナミックな社会じゃないですよね。だから

アメリカとか日本のほうのが、エネルギーが強いと思いますよね。 
【編集部】－－リナックスのようなものすごいクリエーターが生まれているわけですよね、

フィンランドなんか。それでもやっぱり静かな社会で、日本よりもダイナミズムがないと

いうような感じですか、私は行ったことがないので分からないのですが。 
【宮内】－－北欧に行ったらすぐ分かりますよ、まず着いた瞬間にね、空港で何て静かな

空港だろうと思いますよ。喋ってないんですよ人が、喋ってても小さな声で喋っているん

ですよ、で、北欧からこんどは南の南欧のほうですよ、例えばローマでもいいですよ、飛

行機が飛びますね、空港に着いて御覧なさい、うるさくてしょうがないですよ、みんな喋

ってますから、ワイワイ言ってますよ。それで人間っていうのはね、僕は思うけど、やっ

ぱり集団で生活する動物だから、コミュニケーションをいつもとっていなければ、いけな

いんですよ。 
【編集部】－－ほお、じゃ一人で書斎にこもって本読んで賢くなったというのは… 
【宮内】－－ダメなんですよ、そういうのは北欧に多いんですよ。つまりガンガンやって

ね、喧嘩しながらこういう方向に行くというのが一番いい方向、やり方というか。だから



時々天才が現れるかもしれないけれど、それは単なる天才であってね、全体から見たら沈

んでますよ。 
【編集部】－－まあ、要はいいとこまで行って、少しゆっくりと落ち着いているというこ

とですかね。ソフトランディングがうまいと言えばうまいんですね。確か社会学者のヴェ

ーバーの紀行文で読んだんですが、イギリスの町でドイツ人の旅行客が居るとたちまち大

声が響きわたって騒々しくてイギリス人はみんな眉をひそめると、でドイツ人と同じレス

トランに入って食事をすると、イギリス人はもうチョコッとしか食べないと、ドイツ人は

その 3 倍ぐらい食べて大騒ぎをして、大ひんしゅくを買うと、わりとドイツもエネルギー
に満ちているような、そういう面があるのではないでしょうかね。 
【宮内】－－僕は一番、そういう意味でコミュニケーションがうまいのは、ラテン系だと

思いますね。アングロサクソン系というのは、どうも個人主義というのが強いような気が

していて、だから、個室があるでしょう、だいたい一人一部屋という、個室文化というの

が、あれやっぱりアングロサクソン系ですよ、北欧系ですよね。で、我々アジア系という

のは、大部屋系ですから、一つの部屋にみんなで寝るという文化なので、ラテン系と非常

に近いところがあるんですね。だからそういう意味では、北欧系とはつきあうのが苦手だ

けれど、ラテン系と付き合うのはすごくいいなという、ま、日本人が一番いいんだけれど

ね。つきあうなら、ラテン系ならいいという感じはしますよね。 
【編集部】－－時間の観念がいい加減で耐えられないという日本人もいますよね。 
【宮内】－－それよりか、無視されることのほうのが辛いですよ。そりゃあ日本人同士の

ほうが一番いいんですよ、だけどどうしても付き合わなければならないのだったら北欧系

の女性よりも、ラテン系のほうがいいという話であって、だから僕は民族同士は付き合わ

ないほうがいいと思ってるんですから、もともと。まあ、ラテン系が今のところ一番近い

かなというところがありますよ。 
【編集部】－－なるほど。 
【宮内】ʄʄやはりアジア系にかなうものはないというふうに、思っていますからね。 
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今月の特集 
１．チェアマンの目 第７回 ～初夢～ 
 
 
２００９年、こんな初夢を見ました！！！ 
 
そこは海、潮が大きく引いてあらわれたのは、 
なんだか干潟のような泥っぽいところ、 
そこを歩いて行くと、魚の尾ひれがぴちぴちと動いてる。 
尾を引っ張り上げると、それは『赤い魚』だった。 
それを抱え、また歩いて行くと今度は『黒い魚』だった。 
それも抱え、また歩いて行くと多くの海老（大きさいろいろ） 
が跳ねている。その中から大きめの何匹かの『海老』を選び出した。 
そこで夢は終わり？？？ 
 
 
2009年へのメッセージ、意味は何だろう？？？？？ 
ヘイズメンバーたちとＢＱミーティング、初夢の謎解きをしてみた（笑） 
あーだこうだと楽しく、そんなこんなで見えて来た。 
なんと初夢から 2009年のヘイズ共通テーマが導かれたのだった（驚） 
 
 
＜初夢謎解き＞ 
1.潮の引いた海に泥Ƃそれは干潟 
2.泥の中にピチピチと尾を振る赤い魚、それは鯛（タイ） 
3.泥の中にピチピチと尾を振る赤い魚黒い魚、それは鯉（コイ） 
4.選び出した海老（エビ） 
 
海水の鯛と淡水の鯉がどうしていっしょにいるの？？？？ 
もしかしたら海水と淡水の交わる境界域＝汽水域じゃない！！！ 
おぅ！！海と川の境界域、これはＨｅｉｚだねー、そこに、 
鯛と鯉と海老がいた！ 
 
※汽水域とは 
 
なんだかとっても、めでたい初夢だねーと一同、妙に感心（笑） 

  チェアマンの新価値の目 7 回目 初夢 



さて、その意味は、何だろう？と、さらに続き（笑）・・・ 
 
ƍそのココロは、ヒトコトで云うとこれで決まりだね！ 
 
『ＡＢ（エビ）Ｃ（Ｓｅａ）、やりタイ、やりにコイ』 
 
 ※ＡＢＣ：Ａ Ｂｒａｉｎ Ｃｏｒｅ：ＧＣＣ創業入門講座 
 
ƍそのココロは何か？ 
 
汽水域（Ｈｅｉｚ）の 
泥の中からピチピチと尾を振る 
活力（勝力）ある 
他意【タイ】と 
己意【コイ】が 
会日（重日）【エビ】 
となる。 
だ・か・ら世意【ヨイ】 
『やったー！』だーね。 
タイ・コイ・ヨイ＝他意・己意・世意で三方よし。 
おめでとうだーね。 
 
 
「やったー、おめでとう」に意識を向けよう！！！ 
 
「やったー」のシコウ（施行）をしよう！！！ 
 
創業者だからこそのヘイズ共通テーマもこれにて決まり、 
 
『２００９年やったが勝ち（価値）』☆☆☆パチパチパチ 
 
タマしいを包み込む『めでるココロ』のやわらかさ、 
※めでる（目出る。芽出る。賞でる。愛でる。） 
リスペクトできる感受の力、ミを入れ、活力（三方よしの勝力） 
をつけて行く。 
 



『やったー！』をたくさん、創って行こう！！！ 
 
2009/1/10 
ヘイズメンバーによるＢＱブレストは、ほんと天才的、ありがとう。 
チェアマン平田彰彦 
 



２．クリスマス会 MLシェア 
 
 

Heizクリスマスパーティー０８シェア                               
（写真：太宰敏雄） 

 
昨日のクリスマス会にご参加頂いた皆さん、 
準備・後片付けにご協力頂いた皆さん、 
盛り上げて頂いた皆さん、細川さん、小林さん、 
実行委員会の皆さん、ありがとうございました。 
 
お蔭様で予想を遥かに上回る盛会となりました。 
 
Heizの力、Heiz会員の力が本当に「結集」したパーティーだったのでは 
ないかな～と思っております。 
 
感謝の言葉しかありません。 
本当にありがとうございました。 
 
来年もまた皆でいっしょにHeizを盛り上げていきましょう˔ 
 
クリスマス会実行委員長 
七條＠七海人 

   



  

日本無垢研究所の岡本朝子です。 
 
昨日の「きてみて さわって 銀座の木」 
Ｈｅｉｚクリスマスパーティーありがとうございました。 
 
実行委員長七條七海人ありがとう＆お疲れさま♪ 
森田のぶりん、最高のお料理＆絶世の銀座のママっぷり 
ありがとうございました!(^^)! 
 
今回参加出来なかった皆さまと昨夜遅れて参加して 
のぶりんのお料理にありつけなかったみなさま、 
残念さまでした。 
 
昨夜のメニューをちょこっとご披露しますと・・・ 
ここまでお手製！のハム、 
豪華にローストビーフ！！ 添え野菜のかぶがまた絶品。 
鹿野さん盛りつけのクリスマスツリーポテトサラダ。 
サツマイモとチキンのサラダ。 
ワカサギマリネ、トンカツ入り海苔巻き、 
クリスマスケーキに見立てたちらし寿司 などなど・・・ 
そして三種類のケーキ。 



 
一流ホテルのバイキングより 
お～～～美味しい ひとときでした。 
 
グッグーーー 参加できなくて残念(>_<) 
と今思ったあなた、 
そんなあなたの為に、 
来年のことを言うと鬼に笑われるけど 
創業祭、チェアマン誕生会、クリスマスと 
来年もＨｅｉｚの三大イベントはお願～ぁい・・・と、 
おねだり上手の不肖私め、 
もう来年のＯＫをのぶりんから取り付けてしまいましたので(^_-) 
乞うご期待です(*^_^*)  
 
鹿の赤鼻のトナカイさん、カックイイ～歌いっぷり 
惚れ惚れでした！！！ 
 
天竺バンドの面々、いつも銀座に花と風をサンキュ♪ です。 
 
１０数本のワインも完飲、 
今年最後のイベント圧巻でした。 
 
私コトとしては、 
イベントとか、みんなで一つのこと創るって好きじゃないへそ曲がり^^; 
高校の文化祭もクラス全員参加って言われるとフケてたのですが・・・ 
 
昨日は太宰さん指揮の下、室内装飾チームで 
何故かリキ入って楽しんでる自分を発見して 
ちょっと怖かったです（笑） 
 
鹿野さんや馬場さん殿方が 
お料理の盛りつけに奮闘してる姿もとてもステキな一こまでした。 
 
「きて みて さわって 銀座の木」 
目でみて、耳でさわって、舌でもみてさわってしまった 
銀座の一夜  



昨夜のみなさまひとりひとりのいろんなシチュエーションでの姿、 
シェアを反芻しながら、よかった、よかった！！！ 
 
ありがとうございました。 

   
 

 
ひとりひとりの才能：差異能が発揮されるとっても気持ちのよい クリスマスパーティでし
た。この価値は、計り知れません。 銀座と言うハレの記憶の中にあるＨｅｉｚ。そのトキ
トコロ の時空間に、役目を持ったひとりとひりが寄り集う。 イベントごとに、舞台に磨
きがかかる。 ひとりひとりが「ミ」を置き、「ミ」を入れる。 たったそれだけのことなの
に・・・・ただそれだけなのに・・・・ 新価値通信が示現し、ＧＣＣが示現し、古代の叡
智が語られ、 それに支考された未来の叡智 Ａ Ｂｒａｉｎ Ｃｏｒｅが示現する。 ひ
とりひとりの特異点＝得意点に自業の種がある。 忌みコトバじゃない『自業（と）自得』



を自分の名と責任で ヒトに寄与する。そんなひとのひとりのみんなは、確実に 成功の近
道を歩んでいる。 ひとのひとりのみんなに乾杯！ さすが銀座マン、銀座ウーマン、銀座
のママです。 メリークリスマス。 ワになって順方向にプレゼントを回す。良かったねー。 
ありがとうございます。おめでとう。ミの繋がるミんなに感謝！ 手間ひまかけてバン
ガ！！！  
2008/12/18 今日発メール ヘイズ銀座にただ「ミ」を置くだけ チェアマン 平田彰彦 

  
 



３．最近のＧＣＣ講座！ 
 
 
【GCC豊田塾シェア 第２回】 
 
第２回 ２００８年１２月１９日（土） 
 
■豊田先生 皆さま おそるべき豊田塾第二回、ありがとうございました。 とうとう『人
生行程の基本原理』ともいうべき真髄に迫ってきた内容であると感じました。 または私の
中で『豊田式人間論』とお呼びしていたものです。 あれはまさに万人に普遍的な原理であ
るのではないでしょうか。 私たち一人ひとりの能力を鮮やかに絵図化して見せて下さるの
も、その基本原理の各論に過ぎないのかもしれません。 そしてこの日ほど豊田さんの天才
ぶりを感じた日はありませんでした。 いったい天才とは何をさして言うのでしょうか？ 
「天才（てんさい）とは、（先天的に）常人をはるかに超えた能力を持った人を言う。単に

「天才」と言う場合は、主に知能についてであるが、「○○の天才」といったように様々な

分野の人物を指しても使われる言葉である。」 <Wikipediaより> 
 
間違いやすいのは、人なみ外れた量の知識の持ち主がよくいますが、その人の中には、お

びただしい量の「知識のコピー」が入っているという状態にすぎないのです。 また、誰も
思いつかないことを２度や３度ひらめいたというのも「天才」と呼ばれやすいので要注意

です。 一生のうち数回のインスパイアだったら誰にでも起こっているはずなのです。そし
てそれを形にできたかできなかったかという偶然の条件によって明暗が分かれているとい

うことにすぎないのだと思います。 これまでに何百という新しいアイデアを考え付いた人
ともなると、確かに何かを持っているはずです。このレベルになってやっと天才の予備軍

に入るのだと思います。 さらに、気が遠くなるほどの大きな構想を描く人がたまにいます。
しかしそれは一生かかっても一つも実現できずに終わる「偉大な絵空事」であったりする

のです。これは残念ながら、病気である可能性が高いのです。 では、本当の天才とはどう
いうことなのか。 「体系を作った人」。 これは間違いなく天才と呼ぶにふさわしいと言え
るのではないでしょうか。 それぞれの得意分野でこれを成し遂げた人なのだと思います。
（K・Y） 
 
  
 
■天才論、なるへそねー。 豊田さんは、ＩＱ高そうな人を「ただ頭いいだけの人だ」と云
うのが口癖です。 だけど、ヘイズのみなはひとりひとりがＢＱの高い点差異の人です。 点
差異職人、豊田さんのげんのう（トンカチ）で固くなった 釘頭をガンガンと打たれておい



でね。 分からないことは残すこと、棚に上げておくことがが大事じゃよ、 トイ（問い）
が残ればいいのじゃよ（笑） 世の中がほんとに壊れる前に、いち早く、バカになり、うま
く壊れたもんの勝ち。 そして自分に備わった唯一のコアへの発見、自覚へ向かうべし。 シ
ェアありがとう。急がば回れ、バンガ！！！ 2008/12/24 ＧＣＣ校長 平田 彰彦 
 
  
 
■こんにちは、久々にシェアします。ずっと（「リスペクト」とか色々）シェアしようと思

いつつも、いつも時すでに遅し。。。あれこれ考えて書こうとすると書けないので、今回は

まだ暖かいうちに、出てくるがまま！！！ 豊田さん、2回目、そして 1回目のフォローア
ップも長々と有り難うございました。 「ずるり」と入ってきました。私はこの「ずるり」
の気持ち悪い感が気持ちよくて好きなんですが。。。。 まずはマイストーリーを作り、幼稚
園児だった頃の「無重力感覚」を思い出します。そしてどんどん「一人遊び」を進めます。

「音」と「音」を繋ぐ「一人遊び」♪（どんどん変態度が増していきます） そしてこの度、
私は「自分のパートナー」を作ることになりました。どこに・・・？自分の中に・・・で

す。「一人囲碁」みたいなもんです。交互に打ち合って進めて行くためのパートナー、他の

人じゃ無理なんだからってことで、自分の中に作ります。 来年はもう一人の天宅が誕生し
ます。まずは名前「芸名」をつけようと思います。どっちがどっちの役（白石？黒石？）

か未定ですが、「ネオ天宅」に合う名前、何がいいかな～～～？？？ 私自身が居心地悪い
ところは、そこに居る人たちにとっても私が迷惑なんだということもよ～くわかりまして

ございます。。。（気持ちの問題でなく） 私は自分が「居心地いいところ」に「居心地いい
時」にいればいいのだ～～～そして「悪いところは直さない」！！「快楽」を超えて「享

楽」へ向かうのだ！ 排泄物や残りカスは後生大事にとっておかず、さっさとトイレに流し
ます。 とりとめなくってすみません。まとめると変質してしまいそうなんでリハビリを兼
ねて、このまま送ります。（S・A） 
 
  
 
■もう一人の自分 >佐為（さい） はいかがでしょう？ 「ヒカルの碁」という漫画にでて
くるキャラクターで、主人公の少年ヒカルに乗り移る平安時代の天才棋士が「藤原佐為」

なんです。ヒカルは自分の中に宿った「佐為」と内なる会話をしながら自己成長していく

のです。 ときに次の一手、ときに人生の岐路を、「佐為」と会話しながらときに従い、と
きに逆らって。 最後は、最強棋士塔矢との一局でヒカルが「佐為」の気づかなかった一手
に気づき、その翌日から「佐為」はいなくなったのでした。ヒカルがあるゾーンを超えた

からなのでしょうか。 ふと思いついたのでつらつら描きました。（H・U） 
 



  
 
■囲碁と将棋の世界 いいねー。 > ヒカルは自分の中に宿った「佐為」と内なる会話をし
ながら> 自己成長していくのです。 佐為＝サイの『自覚』が大切大事だ。 サイの自覚が
初期値として、自己成長＝螺旋の発達へ向かう 可能性がある。 最近チェアマンがタマし
いを包み込むココロで思うのは、 囚われの意味、囚の中の人の自由差だ。 囚と因にもヒ
ントがありそうだ。 リスペクトについてもシェア頼むね。 チェアマン平田 
 
  
 
■> サイの自覚が初期値として、自己成長＝螺旋の発達へ向かう この「螺旋」の感じ、い
いです♪今まで私ってば、サイを外に求めてたんですねぇ。。。 私自身が棋士なワケじゃな
いのに、囲碁に例えられるとスルスル入るのはなんでだろう？？？ では遅ればせながら
「リスペクト」について。私の「リスペクト」は「認める」です。「認める」という言葉に

は上から目線のニュアンスがありますが、そうではなくて・・・（いや、そうなのかな？）

相手の存在の中に自分を見て「認める」わけですから、自分の大好きな部分を持ってる人

が対象ってことになるのかな？そうするとリスペクトは自己愛？（↑私の場合） 「囚」と
「因」、絵に見える。囲いの中で縮こまってる人とで～んと大の字になってる人みたい。（そ

のまんまですね、すみません）（S・A） 
 
  
 
■豊田塾の本当の恐ろしさというのは 卒業式なるものがないという この一言に尽きま
す。 ・・・ああ 恐そろしや 恐そろしや（笑） 豊田塾の奥義とは これで免許皆伝！ こ
れでおしまい！というものがない世界ですからね。と同時に これが 豊田塾の素晴らしさ
でもあります。 この偉大なる蟻地獄の中で もがき 苦しみ 探求できる人というのは この
上なく幸運なのだと思います。 それもこれも すべては 豊田さんの愛情の発露の場ですか
らね（・・・と言っておこう！） でわでわ。。。（Y・I） 
 
  
 
■先週の土曜日の「豊田塾」第２回受講の後、一昨日第１回の補講を塾長から受けました。

ありがとうございました。 豊田塾を受けたことで、これから無用なことに悩まなくて済み
そうです。 悩むのは、今の自分と、溜め込んだ過去の肥やしとの意見が違うから。溜め込
んだ過去の肥やしは捨てて、ド今に生きる。好きか嫌いか。やりたいかやりたくないか。

言い訳せずに言い分を伝える。 無重力でいい加減、わかり合って許しあう、だからこそビ



ビッドな口約束の中で、一切仕事の手は抜けない、抜かない・・・ そんな人になっていこ
う♪と思いました。 古いものから寝返る。根返る。軽い嘘の数々は、私にとっての寝返り。
これからも寝返りを楽しんでいきます！ 意味不明ですみません。豊田塾を受けたことで、
自分のグランディングがしっかりしてきました☆（M・I） 
 
  
 
■豊田塾長は塾生一人一人を、本人の見えない奥までぐっと覗きこ み、ぱっと自由に解き
放つ為時にはマンツーマンで準備を手伝ってくれている。。そんな感覚を 持っています。
本当にお世話になっちゃっています。；； （T・D） 
 
  
 
■今年も、本当に皆様には御世話になりました。今、こうしていられるのも本当に平田さ

んやヘイズの皆さんのお陰とひしひしと感じております。ありがとうございます！！ 今回、
私も豊田塾に参加させて頂いたので私もシェアさせて頂きます。 豊田塾では、単に知識を
教わるというのではなく「知識」を活かすような深い「知恵」のひねり方、みたいなもの

を教えて頂いたと思っています。 久々に頭が熱くなりました！！！豊田さん、ありがとう
ございました！！ ヘイズメンバーだから受けられる贅沢な豊田塾！是非、皆さんにも豊田
塾を体験してもらいたいです♪ 来年も皆様にとって良い年でありますよう心からお祈り
申し上げます。それでは良いお年をお迎えくださいませ。来年も何卒宜しくお願い致しま

す！！ （S・A） 
 
  
 
 



【GCC豊田塾シェア 第３回】 
 
第３回 ２００９年１月１０日（土） 
 
■１０日（土）豊田塾第３回目に参加してきました。 
 
まず、自分と他者（社会）とのインターフェイスは 
「好きか嫌い」かだけ！ という話。 
仕事の上でもこのことを明確にするというのは 
とても納得でした。 
例えば、お客様は「私が好きなのか？」「私の商品が好きなのか？」 
で、相手の好きなほうを売っていく。 
これを明確に掴んでいないと、自分ファン、または商品ファンのお客様を 
随分逃しているかも？！ 
 
勿論人間関係も同様、 
あなたは好きだけど性格は嫌い！ 
あなたは嫌いだけどその考えは正しいと思う！ ｅｔｃ． 
これを混同しているからごちゃごちゃが起きるんですね。 
 
 
「自信」の話もとても為になったなぁ～。 
 
求めるのは「自信でなく安定性」 
「挑戦者はいつも臆病だ、自信は進歩発展の妨げ」 
「自信という概念は捨てる！」と豊田先生は一括。 
 
昨夜のＮＨＫ大河ドラマ「天地人」で、 
主人公与六（後の直江兼続）が、主人となる喜平次（後の上杉景勝）と学ぶ 
寺の和尚が「『心配』とはなんだ。あるというならここに出してみろ」というくだりがあり

ました。 
 
この世の中には、空気や風や目には見えないけれど確かに「有る」、 
そして助けられ、生かされているものの存在が沢山ある。 
一方、「自信」とか、「心配」とか目に見えなくて実際存在しないかもしれないものに 
どれだけ惑わされ振り回されているか。 



 
 
それから「看板」を背負うという話。 
再び昨夜の「天地人」の話ですが、５歳の与六が寺から逃げだし実家に帰ったのを 
１０歳の喜平次が迎え、雪の夜道与六を背負って寺に連れ帰るシーンは、 
既に殿様の看板を背負った姿として映り、 
改めて豊田塾の内容を反芻したのでした。 
 
 
２時間の予定があっという間の３時間。 
豊田塾に参加してない人、「天地人」を見てない人には 
伝わってなかったらゴメンナサイ。 
 
 
なにしろ、話題満載、笑い満載。 
その場で意識改革の起きる塾でした。 
 
次回２４日も楽しみにしています。（Ｔ・Ｏ） 
 
 



ＧＣＣ劇場 徒弟制度シリーズ『銀座のなべ』 
 
 
第１０話「正月はモチ」ＧＣＣ劇場『銀座のなべ』は日本古来からの技術伝達秘術である

「徒弟制度」がテーマ。なんとか一人前にしてやろうという親分の愛は時に厳しくもあり

ます。子分が修行に耐え、徐々に一人前になっていく様子をこれからもお楽しみください。 
 
バックナンバー １話 ２話 ３話 ４話 ５話 ６話 ７話 ８話 ９話 



■■■■とっとと会ＧＣＣ新★会計羅針塾！創業編 by齋藤厚 
 
【ＧＣＣ新・会計羅針塾】 
「とっとと会 新★会計羅針塾！創業編（番外）」 
 
 
「会計事務所って・・・」                          
 
 
 皆様 明けましておめでとうございます！ 
 
いよいよ 2009年の幕開けです。世界の産業・経済が凄いことになってきました。 
 
去年の終わり頃、社長さん方にお聞きしてみたら、売上が、３割・４割、５割減、中には

７割減というところもありました。 
 
でも、たまげている暇はありません。 
 
これだけ売上が減少したら、もとには戻りません。  
 
 
 ざっくり言うと、今まで日本の大得意先であるアメリカは借金をしてものを買っていた

のですが、もう買えなくなりました。つまり日本（に限りませんが）はマーケット（お客）

を失ったのです。今まで無理に作っていた需要が無くなったんです。だから待っていても

売上は元には戻らないのです。どうしたらいいでしょう？  
 
 
 もう、新しい売上を創るしかありません。 
 
新商品・サービスをどんどん創ってとにかく売りに行ってみる。 
 
今までのような不特定多数を相手にする商売から顔の見える相手への商いへと変えてみる。 
 
ゲリラ的にやってみることではないでしょうか！  
 
 



 100年に 1度の不況といわれています。大企業が軒並み減収減益、リストラ、倒産などに
至っています。どうなるのでしょう？・・・・・ 
 
大丈夫！どんなときも全てが駄目になることはありません。 
 
２億５千年前に 95%の生物が絶滅したことがあったそうです。でも、5%は生き残ったんで
すよ！やったろーじゃありませんか！  
 
 
 会社の寿命は 25～30年といわれています。これは創業者の寿命というよりもひとつのビ
ジネスモデルの寿命がそのくらいだからなのだという説があります。現在に至っている種

は強いものでも優秀なものでもなく、環境に合わせて変化してきた種だということでした。

100年、1000年続いている企業は変化することが当たり前となっている会社なのでしょう。
でも、現在ビジネスモデルの寿命は 10年も保たないのではないかと思います。変化のスピ
ードを大幅にアップさせることが必要です。  
 
 
 さぁ改めてお客様の困りごと（ニーズ）を探りに行きましょう！ 
 
そのことに対して、自分ができることは何か？どう答えることができるのかを見つけまし

ょう！ 
 
そして、その商品・サービスを買ってくれる人を探しましょう！  
 
 
 ただ、未知の世界に飛び込むことは不安です。 
 
そんな時、不安や不満のはけ口として、世間話の相手として、また、諸々の相談の相手と

して、是非とも会計事務所を使ってください！  
 
 
会計事務所ってそんなところです！  
 
 
～ あなたのプロジェクトを“ＯＮ”にする 
 



      炎のプロジェクト・ドライヴィング・パートナー ～ 
       
 
文・齋藤厚（さいとう・あつし） 
 
----------------------------- 
˂齋藤厚（さいとう・あつし）プロフィール 
なんぷらプロジェクト齋藤厚税理士事務所代表。志を持って頑張ろうとしている個人・中

小企業のための会計講座「新・羅針塾」を展開中。 
こよなくプロレスを愛し、「１・２・３・だあ～！」が合言葉。 
Heiz銀座のイベントでは司会を務めている。 
 
˂LINK 
・齋藤厚税理士事務所ホームページ 
・齋藤厚ブログ「なんがなんでも Plan⇒Do⇒See!」 
 
˂関連記事 
 
 
˂時代背景がくっきり浮かび上がってきました。齋藤税理士事務所も大きく進化を遂げてい
くのでしょうね。（編集部） 
 
 
 
  



【 ヘ イ ズ・コ ラ ム 】・・・Heiz会員による連載コラム 
 
 
【亜希菜のコラム vol.9】時代精神と表出 岩橋亜希菜 
 
 
時代精神と表出 
 
建築は音楽に似ている。 
音楽が音符と音符のインターヴァルにその本質があり、 
その質はインターヴァルを形成するものとしての音の在り方に左右されるのと同じように、 
建築は壁、床、天井といったものとモノに囲まれた空間、つまりインターヴァルの芸術だ

からである。 
 
クラシック、現代音楽、ジャズ、ロック、ジャンルとしてさまざまに分類されているが、 
そのありようと時代を見てみるのも面白い。 
 
 
「グレゴリオ聖歌が黄金期を迎えるころ音楽史に重大な変化が訪れた。 
これこそが和声法と対位法の発達の期起源に他ならない」という。 
（『音楽史』：アルフレッド・シュタイン、1947） 
 
 
この時期、つまり１２世紀後半には、パリ、ノートルダム楽派が中心となり、ポリフォニ

ー音楽は発展していった。 
そのなかでレオナンが活躍した時期は、まさに教会建築が新たな建築理念を発展させた時

期であり、 
そしてその仕事を受け継いだペロタンの作品の発表も、ノートルダムの建設の時期と同調

している。 
 
リヒテントリットは 
グレゴリオ聖歌はロマネスク建築対応し、ポリフォニーはゴシック建築に対応するといい、 
「ポリフォニーの芸術はゴシック建築のような壮麗さを思い浮かべることができる時代に

初めて生まれることができるのだ」 
（『Music, History, and Ideas』 Hugo Leichtentritt, 1950）と指摘しているように、 
芸術表現は時代精神を表していると見ることができよう。 

  亜希菜のコラム vol.9 時代精神と表出 
岩橋亜希菜 



 
芸術作品が「美的価値」を目的につくられるようになったのはルネサンス期以降であると

いう。 
これが近代においては「展示価値」を持つにすぎないものとなり、 
資本主義において「商品価値」を持つにすぎないものとなってしまった。 
（『Das Kunstwerk im Zeitalter Seiner Technischen Reproduzierbarkeit』  
Walter Benjamin, 1936） 
 
それでもなお、それぞれの作品はその時代の表現を背景に持ちながらも、 
時代を超え時の評価に左右されず生き抜く力=質を我々は感じ取ることができる。 
 
時代という時に流れ、表現に張り付いていてはＭｏｄｅとして束ねられ消費されてしまう。 
 
20 世紀、近代建築の曙の時期、シェーンベルグは１２音階、そして無調性の音楽を発展さ
せた。 
同時期バルトークもその民族意識とともに１２音階へと向かった。 
 
メシアンはモード的思考をパラメータに置き換え、 
 
またジョン・ケージはプリペイドピアノによって偶然性と雑音を音楽の中に導入した。  
 
 
電子音楽の発展に伴って、セリー音楽、ポストセリーへと進み、 
シュトックハウゼンによる空間的音楽、モメント形式を展開したのは１９７０年代である。 
 
 
デコンストラクチャービスムスの建築が生まれるのもこの時期であり、 
これらは同じ根をもつものなのかもしれない。 
 
これから先、どんな音楽が生まれるのか、どんな世界観を我々は獲得できるのか興味深い

ことではある。 
 
 
時という表現を獲得するととは大事なのかもしれない、 
しかしその背後に表質として輝き出す真の生きた質を創造することなくしては、 
その表出はむなしく消え去るものとなってしまうのではないだろうか。 



 
 
亜希菜 
 
------------------------------- 
Heiz銀座 
・亜希菜さんの銀座オフィス。 
 
亜希菜さんホームページ 
・Heiz銀座の会員紹介ページ。 
 
 
˂Heiz 新価値度１００（ナ度１００・ＴＱ度１００・ＢＱ度２００・銀座度０・EDGE 度
１００） 
・超爆発してます。。。。（＾＾；）  
 



【ストリート大学 vol.７】日本への年賀状  山本貴美江 
 
 

日本への年賀状 

ムービー・スタート 

 

 

生きがいを感じる仕事があって 

 

安心できる経済があり 

 

共に歩む仲間もある 

 

子供の夢を育てる教育があり 

 

家庭には温かい手料理があり 

 

豊かな老後を誰もが楽しみ 

 

  ストリート大学 vol.7 日本への年賀状 
山本貴美江 



美しい自然がどこにでもある 

 

そんな日本に私は暮らしたい 

 

kimie 
 
 
--------------------------------- 
山本貴美江プロフィール 
 
新宿歌舞伎町で飲食業を営む家庭に生まれる。新宿に生きる人々の姿を「新宿路上俳句」

として顕す。一方、システムエンジニアとしてもその手腕を発揮している。詩の言葉とシ

ステム開発の２つの方法で「社会のひずみ」を解放することを志す。社会システム開発ラ

ボ バイザシチズン・ＮＰＯ救急救命バイザシチズンの代表を務める。 
 
LINK 
˂バイザシチズン・ホームページ 
 
˂歌舞伎町曼荼羅 
・Heiz プロジェクトにも関わりが深い鈴木富司氏が主宰する「寺子屋塾」で山本さんは執
筆をされています。 
 
---------------------------------- 
˂˂˂˂ 新宿レクイエム ˂˂˂˂ 
～新宿の戦後６０年の無形の暗黙知文化をすくい取り、街に沈殿した思念の解放を目指す

表現活動～  
 
◆Vol.1 < 街 >（約４分３０秒） 
※上記がうまく見られない方は、画質が劣化してしまいますがこちらでご覧下さい。 
 
◆Vol.2 < 記憶 >（約４分５０秒） 



※上記がうまく見られない方は、画質が劣化してしまいますがこちらでご覧下さい。 
 
◆Vol.3 < 男 >（約３分３０秒） 
※上記がうまく見られない方は、画質が劣化してしまいますが◆こちらでご覧下さい。 
（写真撮影：太宰敏雄 / 映像製作：山本貴美江） 
--------------------------------------------- 
 
˂Heiz 新価値度８２（ナ度１００・ＴＱ度１００・ＢＱ度１００・銀座度１０・EDGE 度
１００） 
・日本は生きにくいかも。（編集部） 
 



【今日から始める生活達人 vol.8】笑いの効果   平賀初惠 
 
 
笑いの効果 
 
２００９年の幕開けは昨年来の金融・経済不況を引きずり「明るい」ニュースが少なく、     
しばらくは厳しい先行きを暗示させるように思われます。 
とは言え、個々人ひとり一人まで「暗いニュース」に付き合うことはありません。 
 
こんな時だからこそ、「明るく・明る～く」無理にでも笑っちゃうと、 
あらら・・ 
「凄く良い」ことをたくさん発見しました。 
 
笑いは「吐き出し＝デトックス（体内の老廃物や有害な物質を排出すること）」だから笑う

ことで 
免疫力が高まり、ストレスを解消し、血圧も下がり、心臓を活性化させ運動した状態と同

じように 
血中の酸素を増やし、鎮痛作用まである。 
更に、ガン細胞などを攻撃する NK 細胞（ナチュラルキラー細胞）が活性化しガンの予防
と治療にも 
有効で健康増進効果がある。 
 
 それから、人は、精神的に苦しくなったときや、恐怖に陥った時も笑うんだそうです。 
作り笑いでもいいから、笑ってみる。すると不思議に元気が出て救われる。 
 
一日 1回大きな声で「笑い飛ばし」「吐き出し」てしまうと、そのあとは喜びが入って来る。 
 
私の今年の目標の一つは「１日１回無理にでも笑う！」に決めました。 
まずは、朝鏡の前で 
『は・へ・ひ・ふ・へ・ほ・は・ほ』『は・へ・ひ・ふ・へ・ほ・は・ほ』と 
唱えてみます。 
 ちょっとは、表情が緩みお多福顔になったか、どうか・・・ 
皆様、今年はウオッチしていて下さいネ。 
 
 
-------------------------------- 

  今日から始める生活達人 vol.8 笑いの効果 
平賀初惠 



「かれ枯渇ない財布を持とう！」 
 平賀 FP事務所 
 ファイナンシャルプランナー 
 平賀 初惠 
 連絡先：TEL＆FAX 03-5634-4339 
 E-mail： hiragafp@r-pridea.com 
 
˂平賀さんの HPです˔ 
 
˂平賀さんの漫画です˔ 
 
˂関連記事 
・平賀さんＧＣＣ資産設計講座へ GO！ 
 
 
˂Heiz度８０（内訳：ナ度１００・ＴＱ度１００・ＢＱ度１００・銀座度０・ＥＤＧＥ度１
００） 
 
僕もこの「ゲラゲラ・プロジェクト」に参加しよう！！！（編集部） 
 



【中場満の痴観妄想(ちみもうそう)コラム５】老婆からの飴 中場満 
 
 
－『老婆からの飴』－ 
 
やぁ諸君、明けましておめでとう。 
 
年末・年始は有意義な時間を過ごすことができたかね？ 
 
私はバッチリ充電完了！ 
 
２００９年も日常を緻密に観察し、 
果敢に妄想しまくるとしようじゃないか!! 
 
フッ、フッ、フッ・・・ 
 
ところで、前回の妄想話は如何だったかね？ 
 
せわしい年の瀬ということもあって、 
普段の真面目な私の妄想回路が壊れてしまった感がある。 
 
もうちょっとで、紳士的な私のイメージが崩れてしまう 
危ないところであった。 
 
だが、意外と私の妄想に同調してくれた貴兄も多かったようだ。 
 
つまり、口にこそ出さないが、 
同じような妄想を描いている隠れ妄想者が沢山いるということだ。 
 
そういえば、最近テレビやラジオ等でも 
「妄想」という言葉をよく耳にする。 
 
非常に悦ばしいことだ!! 
 
妄想はいかがわしいものではない。 
 

  中場満の痴観妄想(ちみもうそう)コラム５ 老婆からの飴 
中場満 



むしろ、心を豊かにする特効薬といっても良い。 
 
もしかしたら、妄想が世の中の閉塞感を払拭し、 
今の金融危機を救うかも知れない。 
 
だ・か・ら・・・ 
 
諸君、今年も大いに妄想しようじゃないか！ 
 
妄想族の同士よ、高らかに声を上げ叫ぼうじゃないか 
 
『妄想は自由だ～～～！』 
 
フッ、フッ、フッ・・・ 
 
さて、前置きが長くなってしまったが、 
新年最初は、お正月の不思議な話をしよう。 
 
勿論、真面目な話だ。 
 
つい先日、東京のとある神社へ初詣に行った。 
 
この神社は、千三百年近くの歴史をもつといい、 
きっと、諸君の中にも多くの方が、ご参拝に行ったことがあると思う。 
 
この歴史ある神社で参拝をした帰りのこと、 
私は、大鳥居の柱の台石に腰掛けている一人の老婆を見かけた。 
 
私がこの老婆の近くを通り過ぎるとき、 
何と言っているのか不明だったが、老婆の微かな声が聞こえた。 
 
んっ？ 
 
一瞬気になったが、この老婆と面識のない私は、 
足を止めることもなく、そのまま老婆の横を通り過ぎた。 
 



だが、私の心に何かが引っ掛かる。 
 
もしかして、老婆は何か困っていて、 
私に助けを求めたのではないだろうか？ 
 
たとえば、 
参拝に来たが人ごみに押され、転んで怪我をしてしまったとか、 
一緒に来た家族とはぐれてしまったとか・・・ 
 
う～ん、何か気になる。 
 
でも、私はすでに数ｍ進んでいた。 
 
ところが、不思議なことにふと気が付くと、 
『どうされましたか？』と、私はその老婆に声を掛けていた。 
 
すると、老婆は『ほぉ～、お前さんには私が見えるのかね？』と 
私に向かって訳の分からないことを言った。 
 
さらに続けて、『皆の幸せを願っているのさ』と老婆は答える。 
 
あ～なるほど、さっきの老婆の微かな声は、 
きっと何らかのお経か呪文でも唱えていたのだろう・・・ 
 
私は、そう察してその場から立ち去ろうとした。 
 
その時、老婆は急に、 
『あそこの門の脇に白い袋を持った小さい子どもがいるから、 
あんたその子をここへ連れて来ておくれ。』と、 
御神殿の方を指差しながら、私にお願いをしてきた。 
 
内心、参ったなぁと思ったが、 
自分から声を掛けてしまったのだから仕方なく、 
子どもを迎えに行くことにした。 
 
その門の近くへ行き、私があたりを見回していると、 



急に、上着の袖口辺りが引っ張られた。 
 
見ると、『おじさん、お婆さんから頼まれてきたの？』と 
小さい子どもが私に声を掛けてきた。 
 
子どもの手元を見ると、確かに小さな白い袋を持っている。 
 
あっ、この子があの老婆の言っていた子供かぁと思い、 
私は『そうだよ、お婆さんの処まで連れて行ってあげるから、 
一緒についておいで。』と答えた。 
 
私は、子どもの手を引いて老婆のもとへ戻り、 
『連れて来ましたよ。この子でいいですか？』と 
老婆へ問う。 
 
すると、老婆は嬉しそうにうなずきながら、 
『そう、そう、それじゃあ・・・』と言って、 
子どもから白い袋を受け取り、 
その中から何かを取り出して、私に手渡した。 
 
見ると、私の手の平には一つの透明な飴があった。 
 
老婆からのお礼であろう。 
 
私は、『ありがとう』と老婆に言って、 
その飴を口に含み微笑んだ。 
 
ところが、 
老婆は淋しそうな顔で人ごみの方を見つめながら、 
『皆、知らぬ間に見えなくなってしまうんだ・・・』と 
とつぶやくように言った。 
 
そして、突然私の方を向いて、 
『お前さんは見失っちゃダメだよ！』と 
やさしい口調ながら力強く言った。 
 



えっ？何が見えなくなってしまうのか？ 
何を見失っちゃダメなのか？ 
 
私は何のことか全く訳が分からなかった。 
 
だが、だんだんと目頭が熱くなり、 
自然と私の目に涙が滲んできた。 
 
でも、ここには多くの人がいる。 
 
我に返った私は、周りの人に悟られないように、 
目にゴミでも入ったかのような素振りで人差し指で目を擦り、 
その涙を拭った。 
 
ほんの一瞬のことだが、 
目を開けると、目の前に居たはずの老婆がいない。 
 
しかも、私は電車の中にいた。 
 
んっ？ 何だ、私は夢を見ていたのか・・・ 
 
そして、電車はちょうど私が降りる駅へ着いた。 
 
不思議な感覚のまま私は改札へ向かい、 
定期を出そうと、上着のポケットの中に手を入れた。 
 
すると、不思議なことに、 
そのポケットの中に何か入っている。 
 
定期の感触ではない。 
 
取り出してみると、 
一点の曇りもない透明な飴だった。 
 
あれっ？ 私があの老婆からもらった飴と同じだ。 
 



えっ？ それじゃあ、あの老婆のことは夢じゃなかったのか？？ 
 
でも、あの飴は私の口に含んだはずだ。 
 
えっ？ えっ、えっ～～～ 
 
あの老婆はいったい何者なんだ？ 
 
何が見えなくなってしまうんだ？ 
 
何を見失っちゃダメなんだ？ 
 
わからない・・・ 
 
その時 
 
邪心を捨てろ。 
 
廓清（かくせい）しろ。 
 
飾らない等身大の自分で正々堂々と生きろ。 
 
そんな声が天から聞こえてくる。 
 
確かに・・・ 
 
今回、オチが無くてガッカリしている諸君。 
 
これも妄想だ!! 
 
今年も真面目に妄想しようじゃないか。 
 
（日常評論家 中場満） 
--------------------------------------------- 
覆面ライター中場満（ちゅうば・みつる）こと 中林猛季プロフィール 
 



・知財コンサルティングのエキスパート。Heizにはナカバマンがついている！ 
 
「自分のビジネスの価値は何？その価値はいくら？価値が見えるから、適正な値付けが出

来る。あとはその価値をお客様に見せるだけ・・・だから、理由のない値引き競争や値下

げ競争には巻き込まれないでください。」 
 
 
˂LINK 
 夢魂悟 
・夢魂悟のホームページ˔ 
 
AUCH!漫画 
・ナカバマンの漫画です˔ 
 
˂Heiz 新価値度９２（ナ度１００・ＴＱ度１００・ＢＱ度１００・銀座度１０・EDGE 度
１００） 
・いや～新年にふさわしい含蓄のある作品でした。。今年も中場満はぶっとんでます！（＾

＾；） 
 
 



槍間勝（やりましょう！）コラム  
景気予報メーター（Economic Forecast Meter）         槍間勝 
 
 
景気予報メーター（Economic Forecast Meter） 
 
こんにちは 槍間 勝（やりましょう！）こと ひらめき塾 塾長 今井義満です。  昨今の
100年に 1度といわれる世界的な不況を受けて 当塾は 新作ガジェットを緊急開発致しま
した。  【新作】景気予報メーター（Economic Forecast Meter）  太陽が元気だと 人
も 動物も 作物も元気になって 経済が活性化します。 太陽の元気度(太陽黒点数)を タコ
メーターで表示し 次の好景気の予報もします。  【詳細】 昨今の 100 年に 1 度といわ
れる世界的な不況を受けて 新作ガジェットを緊急開発致しました。  景気予報のしくみ
は ごくごく単純なものです。 太陽が元気だと 人も 動物も 作物も元気になって 経済
が活性化します。つまり景気が良くなります。 なんてったって 太陽も 宇宙の生命体な
のですから。 逆に 太陽の元気がないときが不景気です。  太陽の元気度は 太陽黒点の
数でわかります。 太陽黒点の数が多いときは 太陽が元気な証拠です。 2008年は ほと
んど太陽黒点の数が確認できていません。 （バブル景気の時は 最高で 296個の黒点が観
測されました）  NASA等が公開している太陽黒点の観測データのサイトから 観測デー
タを取得し 太陽の元気度をタコメーター風に リアルタイムで表示します。  ちなみに
太陽黒点の数は 約 11年周期で多くなったり 少なく なったりします。経済学を学ばれた
方は よくご存じの ことと思いますが いわゆるキチンの波や ジュグラーの波と 呼ば
れる経済循環説のことです。  また 11 年周期の経済循環に加え 50 年に一度は 大きな 
好景気の波がやってきます。50年に 1度の大きな好景気と 11年に一度の好景気の波が交
互にリズムよくやってきます。  ちょうど 妊婦が出産の時のラマーズ法の呼吸に似てま
す。 太陽にとっては ごくごく普通の呼吸を 何十億年も 前からしているだけに過ぎな
いのかもしれません。  この太陽の呼吸のリズムの計算式を創ることにより 次の好景気
の予報ができてしまうわけです。  つまり 見えない景気の先行きを可視化することが 
この「景気予報メーター」で できるようになりました。  景気なんてものは 1 人の力で
はどうにもならないので 自然に逆らわず 晴耕雨読（せいこううどく）的な意識も 世界
に向けて発信したいと思います。  【晴耕雨読】（せいこううどく） ※晴れた日は田を
耕し 雨の日には家で読書する生活のこと。 ※俗事にわずらわされず 自分の思うままに
心静かに生活を送ること。  この言葉って 日本に古くからあるエコ思想ですね。 人間
の活動も 自然の活動の一部と考えれば 景気不景気とは 自然の摂理なのだと思います。 
 
 ↓↓↓  ●景気予報メーターのインストール方法 ↓↓↓   
 



【 手 順 1 】  無 料 の グ ー グ ル デ ス ク ト ッ プ を イ ン ス ト ー ル し ま す 。 
http://desktop.google.com/ja/?utm_source=ja-wh   
 
【 手 順 2 】  こ の URL を ク リ ッ ク し て  Google Desktop で 開 き ま す 。 

http://sunspotsmeter.appspot.com/v1/sunspotsmeter.gg 
 
【手順 3】 これで終わりです。   
 
ご注意：  
 
※ガジェットを開く際 安全性を配慮する確認メッセージが表示 されますが ウイルスは
入っていないのでご安心下さい。 
 
※英語版の景気予報メーターをご使用されたい時は 英語版のGoogle Desktopをインスト
ールして下さい。 自動的に表示が英語モードに切り替わります。 英語版の Google 
Desktopは下記からダウンロード出来ます。 http://desktop.google.com/en/?ignua=1   
 
（追伸） ひらめき塾が開発した CO2 電卓が 100 万アクセスを突破致しました☆ のべ
111ヶ国 3000以上の都市から 120万件のアクセスがあり ご利用頂いたユーザー数は 世
界で 22万人を超えました。 ご支援頂いたみなさま 本当にありがとうございました。   
 
文・BQネーム：槍間 勝（やりましょう！） 
 
  
 
＜ひらめき塾 塾長 今井 義満プロフィール＞ 
 
1970年新潟県生まれ。コンテキストデザイナー＆エンジニア サラリーマン時代 アップル
のMacOSに搭載している「ことえり」の開発 「OSAKA」フォントの開発マイクロソフト
の Windows95 日本語版の開発 ファイルメーカー社のテクニカルサポートに携わる。その
後 電通のシンクタンク 電通総研を経て世界一周の一人旅に出る。帰国後 「発想支援研究
会  ひらめき塾」を立ち上げる。ひらめき塾が開発した「CO2 電卓」が  2007 年に
GoogleGadget Awards 2007で特別賞を受賞。2008年には Good Design Award 2008を受
賞。「CO2電卓」は現在世界 111ヶ国 3000以上の都市で利用されている。「ひらめきをき
らめきに」をスローガンに まだ世の中にないもの 世の中に役に立つものもの創りに社会
的メッセージをのせて発信するコンテキストデザイナー＆エンジニアである。 



【PC オレンジのパソコンよもやま話 vol.11】Windows7 とはなにか？ 長尾
卓哉 
 
 
Windows7とはなにか？ 
 
 先日行われた CESという展示会で、米 SanDisk が 第 3世代と称する安価で高速な SSD
を発表しました。（SSDについては、第 7回「データストレージの変革」を読んでください
ね。）また、2TBまでサポートする SDカード、メモリースティックの規格などが発表され
ました。 
 これからどんどんシリコンディスクと呼ばれる、モーター駆動部分のないデータストレ

ージ機器の発展が加速しそうです。 
 4GBのマイクロ SDカードが 500円で買える時代です。ぼやぼやしているとおいていか
れますね。 
 そんな中、富士通が HDD事業から撤退する（予定）など、新旧交代の時期は早々にやっ
てきそうです。 
 
 さて、今回はWindows7のお話です。 
 2009年 1月 13日にマイクロソフトは、Windows7のベータ版を公開しました。 
 いよいよ、Windows Vista の次の OSが登場しそうです。え？もうなの？と思ってる人
はどうぞ先に読み進めてください。 
 
 
■早くも新しいWindowsOSの登場 
 
 WindowsXPが発売されたのが 2001年 11月 16日、Windows Vista が発売されたのが
2007年 1月 30日。 
 そして、2009年末には、新しいWindowsの OSが発売される予定です。2年弱という短
期間にまた別の OSが発売されようとしています。 
 その新しいWindows OS の名称は「Windows7」です。 
 
 WindowsXP が使われ続けた 5 年間はあまりに長すぎて、Windows Vista から次の 
Windows7 まで期間がとても短く感じられますよね。そして、このあまりにも短い期間に
は訳がありました。 
 
 

  ＰＣオレンジのパソコンよもやま話 その１１ 
Windows7 とはなにか？                          長尾卓哉 



■Windows7の正体とは 
 
 結論から言いますと、Windows7 は Windows Vista の改良版です。 
 Windows Vista(改)とでも名づけて欲しいくらいぱっと見はそっくりです。 
 マイクロソフトも Windows7 の基本部分は Windows Vista であると認めています。 
 どうしていったい、こんなことが起こるのでしょうか？ 
 
 
■名称を変えると素敵なものに変化したように感じる 
 
 省エネはもう古い、これからはエコの時代だ。 
 ASPはもう古い、これからは SaaS の時代だ。 
 いや、SaaS はもう古い、これからは「クラウドコンピューティング」だ。 
※）SaaSや ASP、クラウドコンピューティングの話は長くなる上につまらないので割愛し
ます。 
 
 Web2.0という言葉を皮切りに、新しい造語はコンピュータの世界でよく使われるように
なりました。 
 名称が変わるだけで、なにか素敵なもののように聞こえてくるから不思議です。 
 もちろん、実際に技術的な部分で躍進している場合もありますが、単なる改良であって

も名称（呼称）を変えることでとても素晴らしいものに感じる魔力があります。 
 働いているのに一人暮らしをしない人をパラサイトと呼び、働きもせず自宅にこもる人

をニートと呼ぶことで、なんだか新しい人種にでもなったかのように錯覚するのも、新呼

称の効果のひとつですよね？＾＾ 
 
 話を戻してWindows7の話です。 
 マイクロソフトはおそらくきっとこう考えたのでした。 
 「WindowsXP の提供をストップしたことで、確かに Windows Vista はある程度世の中
に広まった。しかし、あまりにも評判が悪い。いまさら Windows Vista を使いやすく改良
しましたので、もっと使ってくださいと言っても誰も聞いてくれないだろう。ちょっと時

期が早いけど、別の名前で Windows OS を発表してしまおう。名前も少し派手目にすれば
いい。だって、Windows Vista ってそんなに悪くない OSなんだもの。パソコンの性能は
高いものを要求するけどさ。」と。 
 
 もちろんこれは私の勝手な想像ですが、それほど間違ってないとも思っています。 
 



 
■評判も上場、出来も上場のWindows7 
 
 そんなわけで、Windows Vista の改良版である Windows7 は、改良版だけあってかな
り早い時期に製品自体も完成しそうです。 
 一見 Windows98 に対する WindowsMe への変身に近いように見えますが、実際のとこ
ろは、Windows Vista の欠点であった速度の遅さを補い、かなり出来はよいようです。 
 しかも通常この時期では早すぎる Windows7ベータ版の提供も始めました。 
 ちなみにベータ版とは製品になる一歩手前ものをいい「自由に使っていいので何か問題

あれば報告してね、製品版に反映させるから」というお試し版のようなものです。 
 
 この Windows7 ベータ版は、世間一般で試した人々の中でかなり評判がいいようです。
Windows Vista の欠点が改良されており、速度も速くなっています。 
 しかも、ドライバと呼ばれる周辺機器を動かすプログラムは Vista のものがそのまま使
えるので（改良版なので当たり前ですね）、Windows7 にしたら周辺機器が使えなくなると
いう可能性が少ないのも利点です。 
 
 
■まるで壮大な実験場であるところの顧客 
 
 ベータ版というものが「使ってみて問題を報告する実験プログラム」だとすると、まる

で Windows Vista 自体が、Windows7のための実験場のようです。 
 これだけを見ると一見マイクロソフトだけが悪者に見えますが、Macの世界でも、MacOS 
X の、10.1～10.3 は、10.4 のためのベータテスト的な意味合いも無いとはいえないので、
一概にマイクロソフトだけを責められません。ただし、マイクロソフトの OS価格がMacOS 
X に比べて 2倍もするのはあまりにもひどすぎますが。 
 
 「もう次の新しいWindowsが出るのか！けしからん！」と怒ってみてもしょうがありま
せん。 
 実際、Windows Vista を普通に便利に使っている人も世の中にはたくさんいます。 
 当然 Windows7 が搭載されたパソコンが今年の年末から発売されても、それを買って普
通に便利に使う人もたくさんいるのだろうと思います。 
 パソコンの世界は、分進秒歩。次々と変わっていくのは宿命のようなものですね。 
 
 
■まとめ 



 
 実際のところ、OSがコロコロ変わられて一番困るのは、私のようなパソコンのサポート
を仕事としている人や、パソコンメーカーのサポート窓口、会社の SEや会社のパソコン管
理者たちです。 
 
 便利なものをより便利に使えるように進化していくスピードは、それが速かろうが遅か

ろうが、それに合わせて使う側はその都度慣れていくしかなさそうです。 
 
 とはいえ、私のコラム第 3 回と第 4 回で述べたように、既に使う側の思考回路をオーバ
ーしたところでパソコンの世界はしのぎを削っているようにも見えます。メールとインタ

ーネットしかしない人たちにとって、どうでもいい世界にも思えてなりません。 
 
 願わくば、今までの改良に次ぐ改良といった製品ではなく、目を見張るような素敵で革

新的なパソコンの使い方を提供する「画期的な OS」の登場を待ちわびたいところです。 
 それに近いところにいるのが MacOS X だと思いますが、いかんせん使っている人が少
なすぎますね。 
 
 それでは、また次回。 
 
  
 
文・長尾卓哉（ながお・たくや） 
 
  
          
   
■長尾卓哉プロフィール 
 
岐阜県生まれ。パソコンをはじめ、写真・CG製作・料理・マジック・演劇・教育など多彩
な才能を持つマルチ・タレント。子供から高齢者まで、どんな人にも使いやすいパソコン

環境を世の中に構築していくことを志し、（有）PC オレンジを設立。パソコントラブルの
出張サポートを中心に、人々にパソコン・ワールドを優しく説いていく活動を続けている。 
 
■LINK 
PCオレンジ 
・PCオレンジのホームページ。 



 
◆パソコン出張サポート業務・法人保守・個人指導 
◆有限会社 PCオレンジ 
◆代表取締役 長尾 卓哉（ナガオ タクヤ） 
◆電話受付：9時～21時 日曜定休日 
◆TEL：03-3335-8656 
 
 
■Heiz 新価値度８４（ナ度１００・ＴＱ度１００・ＢＱ度１００・銀座度２０・ＥＤＧＥ
度１００） 
 
的確な分析と意見。。ホント、わかりやすいですね～。実は最近Ｍacに興味が出てきた私で
す。また長尾さんにいろいろ相談しよーっと。（編集部） 
 



【スッキリ・コラム vol.１０】“出たっ！「サイコロキャラメルパズル」” 小
松易 
 
 
“出たっ！「サイコロキャラメルパズル」” 
 
三が日に近所の文具屋をのぞいたら 
 
思わず「心くすぐられる」モノに遭遇！ 
 
それは・・・ 
 
「明治サイコロキャラメルパズル」です。 
 

 

 
一見、明治のなつかしの「サイコロキャラメル」そっくり！ 
 
でも大きさは８倍（８個分）くらいあります。 
 
１５個（同じ大きさ＆形）のキャラメルを 
透明なケースに入れていく（収める）だけのパズルゲーム。 
 
やることはただそれだけでいたって単純そう。 

  スッキリ・コラム vol.10 出たっ！「サイコロキャラメルパズル」 
小松易 



 
ただし、 
「ケースの蓋をして『カタカタ』言わないように 
しっかり収めること」が必要条件なのです。 
 
１５個でクリアすると、 
キャラメルを１個減らして１４個、 
次に１３個、１２個までチャレンジできます。 
 
個数によって「入れ方」パターン数は異なります。 
 
１５個・・・２１通り（クリア） 
１４個・・・７２通り（クリア） 
１３個・・・ １通り（チャレンジ中） 
１２個・・・ ３通り（チャレンジ中） 
 

  

 
これもある意味 
「かた筋（かたづけ筋力）」 
アップのトレーニングになるはず！ 
とワクワクして早速購入しました。 
 
 




